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政
府
の
原
発
輸
出
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
総
理
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
経
験
と
教
訓
を
世

界
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
原
子
力
安
全
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
我
が
国
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
相
手
国
の
意
向
や
事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
我
が
国
の
技
術
を
提
供
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
」
（
以
下
、
「
総
理
発

言
」
と
い
う
。
）
と
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
総
理
発
言
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

総
理
発
言
は
、
日
本
が
相
手
国
の
意
向
や
事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
日
本
の
原
発
技
術
を
提
供
し
、
日
本
の
原
発
部
品
や

原
子
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
輸
出
」
（
以
下
、
「
日
本
の
原
発
輸
出
等
」
と
い
う
。
）
す
る
意
向
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
。

二

総
理
発
言
に
基
づ
く
政
府
の
原
発
輸
出
政
策
に
関
す
る
計
画
や
決
定
な
ど
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

日
本
の
原
発
輸
出
等
は
日
本
の
民
間
企
業
が
行
う
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
政
府
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
民
間

企
業
が
そ
の
担
い
手
と
な
る
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。
特
に
平
成
二
十
六
年
十
月
開
催
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原

子
力
小
委
員
会
提
出
の
資
料
四
に
、
現
在
の
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
「
三
菱
重
工
業
（
日
）
」
、
「
東
芝
（
Ｗ

一



Ｈ
）
（
日
、
米
）
」
、
「
日
立
・
Ｇ
Ｅ
（
日
、
米
）
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

東
芝
は
「
昨
年
四
〜
十
二
月
期
決
算
（
米
国
会
計
基
準
）
で
米
原
子
力
事
業
を
巡
っ
て
七
千
百
二
十
五
億
円
の
損
失
を
計

上
」
（
朝
日
新
聞
二
月
十
五
日
付
）
、
ま
た
三
菱
重
工
業
は
「
米
国
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
巡
り
、
米
電
力
会
社
か
ら

損
害
賠
償
請
求
を
受
け
て
い
る
件
で
、
請
求
額
が
約
七
千
億
円
」
（
日
本
経
済
新
聞
昨
年
七
月
十
六
日
付
）
、
さ
ら
に
日
立

製
作
所
は
「
米
国
で
の
原
発
事
業
で
二
〇
一
七
年
三
月
期
に
七
百
億
円
の
営
業
外
損
失
が
出
る
見
通
し
に
な
っ
た
と
発
表
」

（
朝
日
新
聞
二
月
二
日
付
）
と
報
道
さ
れ
、
日
本
の
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
日
本
の
原
発
輸
出
等
は
妥
当
な
も
の
だ
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

五

小
泉
純
一
郎
元
首
相
は
三
月
八
日
付
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
配
信
さ
れ
た
情
報
サ
イ
ト
「
Ａ
ｂ
ｅ
ｍ
ａ
Ｔ
Ｖ
」
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
原
発
に
頼
ら
な
い
で
太
陽
、
風
、
地
熱
、
水
力
、
潮
力
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
経
済

発
展
さ
せ
る
ほ
う
が
は
る
か
に
安
全
で
い
い
国
に
な
る
」
と
述
べ
、
原
発
輸
出
に
つ
い
て
「
ど
う
か
し
て
る
よ
。
安
全
で
も

な
い
の
に
。
そ
の
発
想
が
わ
か
ら
な
い
」
と
現
在
の
日
本
政
府
の
方
針
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
泉
元
首
相
の
発

二



言
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

右
の
小
泉
元
首
相
の
発
言
な
ど
を
始
め
と
し
て
、
日
本
の
原
発
輸
出
等
を
批
判
す
る
声
が
あ
る
。
ま
た
福
島
第
一
原
発
の

廃
炉
作
業
の
先
行
き
も
明
ら
か
で
は
な
い
中
で
、
日
本
の
原
発
輸
出
等
を
見
直
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


